
予算額 決算額 差　　額 備　　考

（決算－予算）

収入

16,680 16,715 34 （注１）

2,030 2,049 18 （注２）

1,561 1,561 -

補助金等収入 144 1,303 1,159 （注３）

73 73 -

20,467 21,152 684

授業料、入学金及び検定料収入 6,430 6,259 △ 170 （注４）

附属病院収入 13,704 14,219 514 （注５）

財産処分収入 - 30 30 （注６）

雑収入 332 642 310 （注７）

2,806 2,344 △ 462 （注８）

- 35 35 （注９）

1,506 1,475 △ 31 （注１０）

貸付回収金 - - -

承継剰余金 - 28 28 （注１１）

旧法人承継積立金 - - -

目的積立金取崩 25 1,486 1,461 （注１２）

45,296 48,225 2,928

支出

31,368 34,131 2,762

教育研究経費 18,953 20,877 1,923 （注１３）

診療経費 12,414 13,253 839 （注１４）

一般管理費 4,515 3,877 △ 638 （注１５）

3,609 3,597 △ 12 （注１６）

1,561 1,561 -

補助金等 144 1,303 1,159 （注１７）

2,806 2,154 △ 652 （注１８）

貸付金 - - -

1,289 1,312 23 （注１９）

- 14 14 （注２０）

45,296 47,952 2,655

- 273 273

施設整備費

船舶建造費

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等

業務費

計

国立大学法人鹿児島大学

国立大学財務・経営センター施設費納付金

区　　　分

計

（単位：百万円）

引当金取崩

長期借入金償還金

平成２１年度　決算報告書

国立大学財務・経営センター施設費交付金

産学連携等研究収入及び寄附金収入等

自己収入

運営費交付金

施設整備費補助金

船舶建造費補助金

収入－支出

長期借入金収入
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○予算と決算の差異について

（注４）授業料、入学金及び検定料収入については、入学者の減及び休退学者の増等により予算金額に比し
て決算金額が170百万円少額となっております。

（注６）財産処分収入については、予算段階では想定していなかった財産処分があったため、予算金額に比し
て決算金額が30百万円多額となっております。

(注１７)補助金等については、（注３）に示した理由に伴い事業費が増となったため、予算金額に比して決算金
額が1,159百万円多額となっております。

（注１３）教育研究経費については、教育、研究環境の整備等を行ったため、予算金額に比して決算金額が
1,923百万円多額となっております。

（注３）補助金等収入については、平成21年度補正予算により設備整備費補助金事業が措置されたため、予
算金額に比して決算金額が1,159百万円多額となっております。

（注８）産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、見込より受託研究等及び寄附金の受入が減った
ため、予算金額に比して決算金額が462百万円少額となっております。

（注１０）長期借入金収入については、契約額が予定よりも廉価となったため、予算金額に比して決算金額が
31百万円少額となっております。

（注５）附属病院収入については、入院患者数の増等による稼動の向上及び７対１看護体制の導入を図ったこ
と等により予算金額に比して決算金額が514百万円多額となっております。

（注７）雑収入については、科学研究費等間接経費、動物治療収入等の増により予算金額に比して決算金額
が310百万円多額となっております。

（注２）施設整備費補助金については、平成21年度補正予算により老朽研究施設のエコ改修事業等が措置さ
れたため、予算金額に比して決算金額が18百万円多額となっております。

（注１）運営費交付金については、退職手当の支給経費を前年度からの繰越額を充てたため、予算金額に比
して決算金額が34百万円多額となっております。

(注２０)国立大学財務・経営センター施設費納付金については、（注6）に示した理由により予算金額に比して
決算金額が14百万円多額となっております。

（注９）引当金取崩については、前期に計上した賞与等引当金を充てたため、予算金額に比して決算金額が
35百万円多額となっております。

(注１９)長期借入金償還金については、次年度支出予定に係る21年度償還時利子の未払計上により、予算金
額に比して決算金額が23百万円多額となっております。

（注１２）目的積立金取崩については、設備及び施設等整備のための学内変更予算を編成したことにより、予
算金額に比して決算金額が1,461百万円多額となっております。

（注１１）承継剰余金については、予算段階で雑収入に計上していたものを決算時に承継剰余金に変更したた
め、予算金額に比して決算金額が28百万円多額となっております。

(注１８）産学連携等研究経費及び寄附金事業費等については、（注８）に示した理由により予算金額に比して
決算金額が652百万円少額となっております。

（注１４）診療経費については、（注５）に示した理由により見合の医療費等が計上されたため予算金額に比し
て決算金額が839百万円多額となっております。

（注１５）一般管理費については、効率的な執行を行い経費を節減したため、予算金額に比して決算金額が
638百万円少額となっております。

(注１６)施設整備費については、（注２）及び（注１０）に示した理由により、予算金額に比して決算金額が12百
万円少額となっております。
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